
当院の基本理念と基本方針

　
　　最新最高の医療を、安全に提供する公的医療機関として能登全域の住民の健康を守ります。
　

　　1　患者の皆さまの立場を第一に考えた医療を目指します。
　　2　たゆまぬ研鑽をとおして医療水準の向上を目指します。
　　3　最良でより高度な急性期医療を目指します。
　　4　医療機関との連携を密にして地域医療の推進を目指します。
　　5　公的病院を堅持しつつ健全な病院経営を目指します。
　　6　チーム医療に徹し、全職員が誇りを持って働ける病院を目指します。

基本方針

基本理念

公立能登総合病院　情報誌

撮影：入江賢行（臨床工学技士）

最新型の血管撮影装置を扱う職員最新型の血管撮影装置を扱う職員
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紙
オ
ム
ツ
の
代
行
準
備

サ
ー
ビ
ス
開
始

　
従
来
当
院
で
は
、
入
院
患
者
さ
ま
の
紙
オ

ム
ツ
は
ご
家
族
の
方
に
ご
用
意
い
た
だ
い
て

お
り
、
大
き
く
て
荷
物
に
な
る
、
退
院
の
際

に
余
計
な
分
が
余
る
等
の
お
手
間
を
お
か
け

し
て
お
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
２
月
か
ら
は
紙
オ
ム
ツ
を
外
部

専
門
業
者
が
代
行
し
て
準
備
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
導
入
い
た
し
ま
し
た
。

　
ご
準
備
す
る
紙
オ
ム
ツ
は
、
床
ず
れ
や
か

ぶ
れ
の
防
止
、
寝
た
き
り
の
予
防
等
を
目
的

に
、
特
別
に
選
定
さ
れ
た
良
質
な
も
の
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
家
族
さ
ま
の
負

担
の
軽
減
だ
け
で
な
く
、
患
者
さ
ま
の
苦
痛

の
軽
減
に
つ
な
が
る
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
患
者
さ
ま
の
ご
容
体

に
合
わ
せ
た
各
種
プ
ラ
ン
を
ご
用
意
し
、
使

用
枚
数
に
関
係
な
く
日
額
定
額
制
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
金
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
プ
ラ

ン
ご
と
に
１
日
２
７
０
円
～
３
４
０
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
料
金
の
お
支
払
い
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当

院
の
診
療
費
と
は
別
に
、
専
門
業
者
が
月
締

め
で
請
求
額
を
作
成
し
、
ご
利
用
月
翌
月
の

10
日
頃
に
請
求
書
を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
お
支
払
は
口
座
振
替
の
ほ
か
、
コ
ン

ビ
ニ
や
郵
便
局
で
も
お
支
払
い
た
だ
け
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当

院
看
護
部
山
口
・
栃
折
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
電
話
：
０
７
６
７-

５
２-

６
６
１
１
（
代
表
）

　
公
立
能
登
総
合
病
院　
看
護
部

　
担
当
：
山
口
・
栃
折

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

オ
ー
プ
ン

　
当
院
を
ご
利
用
の
方
々
か
ら
い
た
だ
い
て

お
り
ま
し
た
「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を

設
置
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
ご
要
望
に
お
応

え
す
る
た
め
、
１
階
風
除
室
横
に
建
設
し
て

い
ま
し
た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
が
、
昨

年
12
月
17
日
（
月
）
に
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま

し
た
。

　
当
院
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
は
、

全
国
で
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
チ
ェ
ー
ン

を
展
開
し
て
い
る
ロ
ー
ソ
ン
が
入
る
こ
と
に

な
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
当
院
を
ご
利
用
の

方
々
の
利
便
が
良
く
な
る
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　
取
扱
い
商
品
の
特
徴
と
い
た
し
ま
し
て
、

通
常
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
商
品
に

加
え
、
医
療
商
品
も
そ
ろ
っ
て
お
り
、
当
院

を
ご
利
用
さ
れ
る
方
々
に
は
便
利
な
も
の
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
一
度
足
を
お
運
び

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
オ
ー

プ
ン
に
伴
い
、
既
存
の
売
店
は
閉
店
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

病
院
協
議
会
開
催

　
当
院
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
意
向
が

幅
広
く
反
映
さ
れ
る
公
立
病
院
を
目
指
し
、

七
尾
市
及
び
中
能
登
町
の
住
民
代
表
や
、

学
識
者
に
よ
る
委
員
で
構
成
さ
れ
る
、
病

院
協
議
会
を
毎
年
度
２
回
開
催
し
て
お
り
、

今
年
度
第
１
回
の
病
院
協
議
会
を
昨
年
11

月
１
日
（
木
）
開
催
し
ま
し
た
。

　
病
院
協
議
会
で
は
、
上
半
期
の
経
営
状

況
報
告
、
経
営
改
革
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況

並
び
に
診
療
棟
等
増
築
工
事
及
び
コ
ン
ビ

ニ
棟
建
設
工
事
に
つ
い
て
の
説
明
の
後
、

委
員
の
皆
さ
ま
と
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
委
員
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、
医
業
未
収
金

の
回
収
や
職
員
の
接
遇
に
つ
い
て
な
ど
、

地
域
住
民
視
点
か
ら
の
有
意
義
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の

病
院
協
議

会
で
い
た

だ
い
た
ご

意
見
を
参

考
に
し
、

今
後
と
も

地
域
住
民

の
皆
さ
ま

に
信
頼
さ

れ
る
病
院

運
営
に
取

組
ん
で
い

き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ミ
ニ
門
松
寄
贈

　
昨
年
12
月
25
日
（
火
）
に
、
御
祓
中
学

校
か
ら
手
作
り
の
ミ
ニ
門
松
を
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
、
早
速
院
内
に
飾
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
小
さ
く
て
可
愛
ら
し
い
ミ
ニ
門
松
は
、

職
員
や
患
者
さ
ま
か
ら
好
評
で
、
当
院
も

気
持
ち
よ

く
新
年
を

迎
え
る
こ

と
が
で
き

ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
開
催

　
昨
年
12
月
８
日
（
土
）
に
、
さ
わ
や
か

委
員
会
主
催
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
で
活
動
し
て
お
ら
れ
る
ナ
ン
シ
ー

上
海
さ
ん
と
キ
ュ
ー
テ
ィ
ー
小
百
合
さ
ん

を
お
招
き
し
、
寸
劇
に
合
わ
せ
た
マ
ジ
ッ

ク
や
楽
し
い
ト
ー
ク
で
会
場
は
驚
き
と
笑

い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
さ
わ
や
か
委
員
会

で
は
、
今
後
と
も
当

院
を
ご
利
用
の
方
の

ひ
と
と
き
の
癒
し
と

な
る
よ
う
な
活
動
を

続
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

INFOMATION
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糖尿病患者会「とうの会」の紹介
　『糖尿病はあっても、一病息災、糖尿病のない人よりも楽しい人
生が送られるようお互い励ましあう』という目的のもと、平成元年
に、糖尿病患者会「とうの会」は結成されました。
　「とうの会」は、糖尿病の患者さまが主体となって運営されており、
年間をとおして、総会、講演会、レクリエーション等の様々な活動
を行っております。昨年の 11月には、糖尿病週間に合わせ「秋の
ふれあいセミナー」を当院で開催し、講演会、スカットゴルフ、秋
の味覚弁当で食事の勉強等、参加者に楽しんでいただくイベントを行いました。
　そのほかにも、会報誌「とうの会」を発行し、糖尿病や当会の活動についての情報発信を行っております。

同じ病気、悩みを持つ皆さんと共に語らいませんか？

「とうの会」の会員にはいつでも入会できます
　「とうの会」では、糖尿病患者さまの入会をお待ちしてお
ります。「糖尿病」の診断を受けたものの、どうすればいい
のかわからない方や、もっと詳しいことを知りたい方など
を、糖尿病療養士がご支援いたします。患者さま一人ひとり
が糖尿病と上手く付き合っていくための方法を見つけられる
よう、ともに語らいましょう。

※入会方法と会費について
　入会をご希望の方は、当院内科外来の看護師（入院中の方
は受持ち看護師）若しくは事務担当に申し付けください。
　会費は、年会費 1,000 円となっております。また、その
ほかにも各行事ごとに 500円～ 1,500 円の参加費をいた
だいております。

「とうの会」申込・問合せ先
　　　公立能登総合病院
　　　地域医療支援センター事務担当

　　　　岡下　　52 － 8718
　　　内科（Ｂブロック）受付　

　　　　　　　　52 － 8705

最新型血管撮影装置を導入
　当院では、頭部や腹部の血管造影検査と血管内治療を行う装置と
して、ドイツ・シーメンス社製で最新型血管撮影装置を導入しました。
　この血管撮影装置は、大腿部の動脈あるいは肘の動脈から細い管
（カテーテル）を挿入します。そしてカテーテルを関心領域に移動
し、通常エックス線を照射しただけでは見えない血管の中に造影剤
という薬を注入しながらエックス線を照射することで、頭部では脳
動脈瘤、脳腫瘍、脳血管奇形、脳梗塞、腹部では腫瘍（ガン）、膿瘍、
ドレナージなどの病気の診断及び処置を可能にします。

より安全・確実に高度、高画質を実現
　今回購入した血管撮影装置により、従来はＣＴでしか得られ
なかった断層画像の撮影が可能になりました。また、複雑な血
管の走行や腫瘍の位置などが分かる３Ｄ画像の撮影は、従来の
ものより短時間で正確に行えるようになりました。
　このような多くの機能を応用して、より安全・確実に検査、
治療を行うことができるだけでなく、検査、治療を受ける患者
さまのエックス線被ばく低減にも、十分に配慮しております。
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　当院では出産されるお母さま、赤ちゃんはもち
ろん、ご家族のみなさまにも満足していただける
ようスタッフ一同尽力しております。
　なかなか目にする機会がない産科病棟の様子を
紹介いたします。

安産を目指します

★妊娠期間から始まり入院から出産、出産後は可能な限り
　お母さんのご希望に添えられるようお手伝いします。
★大切なお子さまは小児科医が全員でバックアップしています。
★緊急時に対応できるよう産婦人科スタッフが一丸となって訓練を行っています。

緊
急
を
想
定
し
た
訓
練
を
行
い

様
々
な
場
合
に
対
応
で
き
る
よ
う

日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

小
児
科
医
の
心
強
い
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
が
あ
り
、
安
心
で
す
。

母と子の絆を大切にします

★生まれてすぐに分娩台の上で初めてのおっぱい
★分娩室で家族最初の記念写真
★母子同室を推進していますが、お母さんが“少し休みたい
な。“と思った時はいつでも赤ちゃんをお預かりします。
短時間でもぐっすり眠ってホッと一息つけると体も気持も
リフレッシュします！

お母さんの希望に応じた育児を応援します

★お母さんが必要とする育児方法を応援します。
★母乳育児をご希望のお母さんはもちろん、諸事情により母
乳をあげられないお母さんにも、個々に応じた対応とお手
伝いをしています。

★母乳育児を希望する方には、退院後も母乳外来を通じて
おっぱいマッサージや授乳相談、赤ちゃんとの授乳の練習
を継続してお手伝いします。

★母乳外来では、他院で出産された方も対応させていただき
ます。お気軽にご相談ください。

赤ちゃんの様子をしっかりチェックします。

お母さんが安心・安全な出産ができるよう、
みんなで頑張っています！
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★必要最小限の荷物で入院できます
　入院中の寝衣、タオル類、アメニティグッズは用意してあります。
★全個室トイレ、シャワー付き。個室割引制度利用で 1 日 1500 円
でご利用いただけます。個室にはソファベッドが完備されておりご
主人もお泊りいただけます。とくに里帰り出産の方に大好評です。

★妊婦教室を開催しています
　＊中期妊婦教室（毎月第２金曜日）　  妊娠27週あたりまで
　＊後期妊婦教室（毎月第１,３金曜日） 妊娠28週以降
　＊おっぱい教室（毎月第4金曜日）　　 妊娠全期間通して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  母乳育児についての豆知識
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  について学べます
　＊マタニティヨガ（毎月第1,3水曜日）　 妊娠16週目から出産ま

で　日本ヨガ協会認定インストラクター資格を持った助産師が担
当しています。　

★バランスのとれた、和食中心の母乳にやさしい食事と、ホッと一息
つける間食を用意してお待ちしています。
問合先：公立能登総合病院産科病棟　　0767－ 52－ 8708
HPアドレス　： http://www.notohospital.nanao.ishikawa.jp/?p=96

産婦人科医
富澤　英樹　先生

　公立能登総合病院産婦人科の富澤英樹（とみざわ　ひでき）と申しま
す。2012年1月から当院産婦人科へ配属となり1年がたちました。
　世間では、産婦人科医の減少が取り上げられ心配をされた方も多いと思
います。当院では、常勤1人、非常勤5人の体制で診療を行っております。
大学および近隣の先生にお手伝いいただき、最良の医療が提供できる様に
連携を密にし、日々研鑽を積んでいます。
　また、私たち４階西病棟では、産婦人科医、小児科医、助産師、看護師
と共に安全な出産、楽しい育児を目標に日々頑張っています。

心臓リハビリテーションを始めました
　地域の皆さま、心臓リハビリテーションをご存知ですか？昨年、天皇陛下が心臓バイパス手術後に受けられて
いたのが心臓リハビリテーションです。
　以前は、心臓病を患うと動いてはいけないと言われていましたが、治療法が進んだ現在では心臓病があるから
といって体を動かさないと、心臓の弱った状態が続いてしまい余計に心臓に負担をかけることがわかりました。
　ここで心臓リハビリテーションの登場です。心臓リハビリテーションを行うことにより、心臓の機能が回復し
再発を予防することができます。運動能力（体力）も改善します。つまり心臓リハビリテーションの目的は楽に
動けて快適な生活を送れるようにすることなのです。
　当院では昨年 10月から心臓リハビリテーション指導士の資
格を持つ 2名が中心となり心大血管リハビリテーションの施
設基準を取得し、上記の心臓リハビリテーションをスタートさ
せました。
　当院に入院されている心筋梗塞や心不全の患者さまに、循環
器医師の運動処方に基づいた歩行やエルゴメータ（自転車こぎ）
を中心に、心臓に安全なリハビリテーションを行っております。
　今後も地域の心臓病を患った方々へ十分な貢献ができるよう
頑張っていきたいと思います。よろしくお願いいたします。

入院中は少しでもくつろいでいただ
けるよう、音楽、小物、付添いの方
の仮眠用ソファベッド等のアメニ
ティ、各種教室、食事も充実してい
ます。
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　当院では、平成 22年から当院精神センターが中心となり、地域医療再生基金の一環として、地域における
認知症ケアの確保と補充を目的とした「能登地域認知症診療ネットワーク推進事業」を実施しております。こ
れまでに、医療や介護関係者向け研修会、住民の皆さまを対象とした公開講座及び、認知症の現状を把握する
ためのアンケート調査等を実施しました。
　この度予定している公開講座は、昨年度に引き続き 2回目の開催となります。滋賀県立成人病センターの松
田先生による特別講演のほかに、当院精神センター職員が臨時の劇団を立ち上げ認知症の方の世界を再現する
ことにより、認知症を正しく理解し、住み慣れた地域で共に生きていくということについて、皆さまとともに
考えてみたいと思います。

認知症診療ネットワークに関する研修会

公 開 講 座
日時

会場

平成25年３月２日（土）開始13:30 ～（開場13：00）
七尾サンライフプラザ　中ホール

〒926－8550　七尾市本府中町ヲ部38番地　TEL0767－53－1160

座長：公立能登総合病院　精神センター長　平松　茂 先生

■第１部　介護講座　劇場版　13：40～14：20

■第２部　特別講演　14：30～15：30

「ひとりの人として～認知症の私を理解して、こんな風に助けてください～」

　　　　　　　　　　公立能登総合病院精神センター　劇団

（コーディネーター：岡部病院　老年期精神科領域　高橋ひろえ認定看護師）
　T－DOK‘Sは、公立能登総合病院精神センターの職員が、できるだけ多くの方に認
知症を理解していただき、地域で暮らすことを支援する活動に参加できたらとの熱い情
熱のもと臨時で劇団を結成。名前の由来は職員の名前の頭文字からつけました。
　高橋認定看護師の指導のもと、素人劇団ですが、思いはだれよりも熱い面々です。

　専門は神経心理学・失語症・認知症。滋賀県立成人病センター老年内科主任部長とし
て、認知症診療に取り組む。医師2名、臨床心理士1名で「物忘れ外来」をおこない、
年間800名以上の初診患者を診ている。年2回、市民向けの老年医療講座を開催するな
ど、地域の認知症医療に貢献している。

共催 能登地域認知症診療ネットワーク推進連絡協議会・七尾市医師会・七尾市認知症対策プロジェクト委員会 
七尾市地域包括支援センター・中能登町地域包括支援センター・エーザイ株式会社

『認知症にまつわる誤解を解く』
　　　滋賀県立成人病センター
　　　　老年内科　主任部長　松田　実先生
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過
ご
し
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
年
末
に
受

け
た
年
１
回
の
健
診
（
半
日
ド
ッ
ク
）
で

は
前
年
よ
り
６
キ
ロ
痩
せ
て
い
た
の
に
、

３
キ
ロ
戻
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

Ｑ
貴
院
の
特
徴
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　
当
院
は
、
麻
酔
科
と
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ

ク
内
科
を
標
榜
し
て
お
り
、
主
に
痛
み

を
訴
え
る
方
が
来
院
さ
れ
ま
す
。
神
経

ブ
ロ
ッ
ク
（
神
経
痛
で
起
こ
っ
て
い
る

神
経
の
興
奮
を
注
射
で
除
き
ま
す
）、
局

注
（
き
ょ
く
ち
ゅ
う
：
局
所
注
射
。
硬
く

な
っ
た
筋
肉
を
注
射
し
て
ほ
ぐ
し
ま
す
）、

消
炎
鎮
痛
処
置
（
い
わ
ゆ
る
電
気
治
療
で

す
）、
薬
物
療
法
な
ど
を
用
い
て
、
痛
み

を
抑
え
込
む
の
で
は
な
く
、
痛
み
を
起
こ

し
て
い
る
源
を
な
く
す
治
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

顔
面
け
い
れ
ん
や
顔
面
ま
ひ
の
ほ
か
、

自
律
神
経
の
異
常
に
よ
る
も
の
、
眼
科
疾

患
の
一
部
な
ど
、
痛
み
が
な
く
て
も
神
経

ブ
ロ
ッ
ク
が
有
効
な
病
気
を
扱
う
の
が
、

ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
す
。
標
榜
す
る
場

合
は
、
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
科
、
ペ
イ

ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
外
科
、
整
形
外
科
ペ
イ
ン

ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
選
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
私
の
と
こ
ろ
で
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
撮

影
し
な
が
ら
注
射
す
る
透
視
下
神
経
ブ

ロ
ッ
ク
を
し
て
い
な
い
の
で
、
ペ
イ
ン
ク

リ
ニ
ッ
ク
内
科
に
し
ま
し
た
。

　
頭
痛
や
顔
の
痛
み
で
は
、
薬
を
飲
ん
で

も
効
か
な
い
場
合
に
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
の
治
療
が
有
効
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

肩
・
腰
・
膝
な
ど
の
痛
み
で
は
整
形
外
科

と
治
療
す
る
部
位
が
重
な
り
ま
す
が
、
大

ま
か
に
言
う
と
、
骨
・
関
節
な
ど
レ
ン
ト

ゲ
ン
や
そ
の
他
の
画
像
診
断
で
異
常
が
あ

る
も
の
を
扱
う
の
が
整
形
外
科
で
、
筋

肉
・
神
経
・
血
管
な
ど
画
像
診
断
で
写
ら

な
い
か
写
っ
て
も
異
常
が
あ
る
か
ど
う
か

分
か
ら
な
い
も
の
を
扱
う
の
が
ペ
イ
ン
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
す
。

Ｑ
先
生
の
座
右
の
銘
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
創
意
工
夫
」
を
座
右
の
銘
と
し
て
い

ま
す
。
平
た
く
言
え
ば
「
ア
イ
デ
ア
」
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
創
造
（
何
も
な
い
と

こ
ろ
か
ら
形
あ
る
も
の
を
作
り
出
す
）
と

想
像
（
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）
と
い
う
ふ

た
つ
の
「
そ
う
ぞ
う
」
の
力
を
駆
使
し
て

生
き
る
こ
と
こ
そ
人
生
の
楽
し
み
だ
と
信

じ
て
い
ま
す
。

Ｑ
今
後
地
域
で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
て
い
き
た
い
で
す
か
。

　
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
い
う
診
療
分
野

を
よ
り
一
層
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
、
認
知

症
受
診
者
数
が
国
内
で
最
も
多
い
名
古
屋

フ
ォ
レ
ス
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
河
野
和
彦
先

生
と
治
療
提
携
す
る
コ
ウ
ノ
メ
ソ
ッ
ド
実

践
医
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ペ
イ
ン
ク
リ

ニ
ッ
ク
や
漢
方
診
療
と
同
様
に
、
認
知
症

の
病
型
診
断
が
決
ま
れ
ば
治
療
法
が
決
ま

る
こ
の
治
療
法
・
コ
ウ
ノ
メ
ソ
ッ
ド
が
、

七
尾
鹿
島
地
域
で
も
広
く
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
広
報
と
学
術
を
担
当
す
る
七
尾
市
医
師

会
で
は
、
広
報
誌
「
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ロ
ン

な
な
お
」
の
編
集
長
と
し
て
、
地
域
と
医

師
会
と
の
繋
が
り
を
よ
り
密
に
で
き
る
よ

う
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
待
合
室

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ザ
イ
ン
の
椅
子
が
置

か
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
椅
子
も
座
り
心
地

が
よ
く
、
診
察
ま
で
の
緊
張
を
和
ら
げ
て

く
れ
ま
す
。
窓
か
ら
は
七
尾
駅
構
内
が
一

望
で
き
、
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
や
七
尾
の
ゆ

る
キ
ャ
ラ
・
と
う
は
く
ん
が
ペ
イ
ン
ト
さ

れ
た
電
車
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
こ

の
コ
ー
ナ
ー
は
地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ま
の
か
か
り
つ
け
医
を
お
訪
ね
し
、

先
生
方
の
素
顔
を
お
届
け
す
る
コ
ー
ナ
ー

で
す
。

　
本
年
最
初
は
、
中
村
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
中
村
耕
一
郎
先
生
を
お
訪
ね
い
た
し

ま
し
た
。

　
中
村
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
平
成
24
年

６
月
に
耳
鼻
咽
喉
科
麻
酔
科
中
村
医
院
か

ら
改
称
し
、
麻
酔
科
と
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ

ク
内
科
を
標
榜
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
お
正
月
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
ま
し

た
か
。

　
昨
年
現
役
を
引
退
し
た
父
と
母
と
共
に
、

久
々
に
３
日
間
水
入
ら
ず
、
酒
要
ら
ず
で

中村ペインクリニック
中村 耕一郎 先生

中村ペインクリニック診療室

受付時間 月 火 水 木 金 土
午前９：00～11：45 ○ ○ ○ ○ ○ ○
午後２：00～５：45 ○ ○ ○ ○
※水曜と土曜の午後・日曜・祝日 休診

予約制ですので、来院される前にお電話ください
電話：（0767）53-8688



℡は外線番号　　　作業療法:１か月に１回　生田

●外来診療受付（平日の時間内）
一般診療受付　午前８時30分～午前11時30分
ただし、診療科によって　午前11時の科もありますので、ご留意ください。	 	 	 	 	 	 	
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外 来 診 療 予 定 表 (2013.２.1）

V
O
L.67/2013冬

受付 診察室
月 火 水 木 金

午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後
受付Ａ１

℡52-8702

外科１ 守　友

当番医

平　沼

当番医

牛　島

当番医

徳　楽

当番医

古　川

当番医外科２ 古　川 守　友 徳　楽 大学医
呼吸器外科(不定期）

外科３ 山　田
臨床腫瘍外来 牛　島 大学医

心臓血管外科

歯科口腔外科 長　谷

手　術

長　谷
特殊外来

手　術

長　谷
特殊外来

手　術

長　谷
特殊外来

手　術

長　谷

特殊外来歯科口腔外科 岡　宗 岡　宗 岡　宗 岡　宗 岡　宗

歯科口腔外科 高　塚 大学医 大学医 大学医 大学医

受付Ａ２

℡52-8702

整形外科１ 外　舘 伊　井 宗　廣 伊　井 外　舘

整形外科２ 宗　廣 中村（孝） 装具外来
14：00～15：00 中村（孝） 宗　廣 伊　井 装具外来

13：30～15：00

整形外科３ 中村（孝） 外　舘

リハビリ科 八幡（第４）
13：30～14：30

受付Ｂ１

℡52-8703
内科胃腸科 安　田 中村（勇） 中村（勇） 安　田 胃腸科担当医

皮膚科 １ 前　田
9：00～ 越　後

手術･検査
越　後 手術･検査 越　後 越　後

15：00～16：30 越　後
手術･検査

皮膚科 2 荒　井 荒　井
15：00～16：30 荒　井 水　野

9：00～
水　野

14：00～15：30 荒　井 荒　井

形成外科 山　城
(初診・再診)

杉　下
（初診） 手　術

13：30～15：30
予約診察
15：30～16：30
小学生～高校生

山　城
(初診・再診) →初診受付

10：30まで
手　術

13：30～17：00

山　城
(初診・再診)

手　術
13：30～17：00

杉　下
(初診・再診)

形成外科 杉　下
（再診）

山　城
（再診）

杉　下
（再診）

杉　下
（再診）

山　城
（再診）

美容外科 山城/杉下
14：00～16:：30 （第１のみ）

山城/杉下
14：00～16：30

受付Ｂ２
	
℡52-8703

内科１(初診) 泉　谷
初診

当番医

藤　岡
初診

当番医

田　治
初診

当番医

藤　岡
初診

当番医

中　島
初診

当番医

内科２ 藤　岡
（腎･高）

藤　岡
（腎･高）

遠　山
10：30まで

泉　谷
（腎･高）

内科３ 田　治
（糖尿病）

大　畑
（血内）

田　治
（糖尿病）

橋本（琢）
（甲状腺）

内科４ 横　山
（糖尿病）

村　本
（糖尿病）

横　山
（糖尿病）

中　島
（腎･糖）

村　本
（糖尿病）

循環器科 村　田 村　田 村　田 村　田 村　田

内科６(総合) 山　下
（循環器）

中　島
（腎･糖）

山　下
（循環器）

吉　村
（循環器）

山　下
（循環器）

受付Ｃ１
	
℡52-8704

神経内科１ 室　石
予約のみ

室　石
予約のみ

室　石
予約のみ

室　石
予約のみ

神経内科２ 高　橋
予約のみ

耳鼻咽喉科１ 坂　本
坂　本

14：30～16：30

坂　本
手術･検査

坂　本
坂　本

14：30～16：30

坂　本
手術･検査

坂　本
手術･検査

耳鼻咽喉科２ 大学医

受付Ｃ２
	
℡52-8704

脳神経外科１ 渡　辺 北　林 渡　辺 大学医

脳神経外科２ 橋本（正） 橋本（正） 北　林 橋本（正）
予約のみ

眼科１ 佐　伯
予約のみ 佐　伯

手　術
佐　伯

手　術
佐　伯 検　査 佐　伯

予約のみ

眼科２ 山　田 検　査 山　田 山　田 山　田
予約のみ 山　田 検　査

受付Ｄ１
	
℡52-8705

泌尿器科１ 南 手　術
入院検査

上　木 往診
検査処置
入院検査
他科回診

南 手 術
入院検査

上　木 手術
入院検査

南 検査処置
入院検査
他科回診泌尿器科２ 大学医

（初診）
南

（初診）
上　木
（初診）

大学医
（初診）

上　木
（初診）

小児科１ 池　野 福　田
１ヵ月検診

池　野 斉　藤
（心 臓）

福　田
当番医

池　野

小児科２ 岡　本 和　田 和　田 岡　本 和　田

受付Ｄ２
	
℡52-8705

産婦人科１ 大学医
（山口） 富　澤 １ヵ月検診 大学医

（柴田） 富　澤 大学医
（髙木）

産婦人科２ 富　澤 大学医
（藤田） 富　澤 大学医

（早稲田） 富　澤

精　　神
センター
	
℡52-6619

精神科１ 西　村 西　村 アルコール薬物依存外来
西　村 西　村

精神科２ 平　松 平　松 平　松 平　松 平　松

精神科３ 小　坂 小　坂 小　坂 三　邉 小　坂

精神科４ 佐　伯 佐　伯 佐　伯 佐　伯

外来化学療法点滴室 平　沼 牛　島 徳　楽 牛　島 守　友 牛　島 古　川 牛　島 牛　島 牛　島
救命救急センター 院内医師 後　藤 後　藤 後　藤 院内医師 院内医師 院内医師 院内医師 院内医師 院内医師
健診部 内科医師   内科医師  内科医師   内科医師   内科医師  
放射線科 　　月～金曜日の午前及び午後　　伊藤（月～金）・中村（月～金）・南（火）・高仲（木）放射線治療
核医学   萱　野 滝

七
尾
鹿
島
広
域
圏
事
務
組
合

公
立
能
登
総
合
病
院
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陽
だ
ま
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